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「
け
ん
せ
つ
」2
3
6
6
号（
9

月
20
日
）
2
面
に
掲
載
し
た
「
建

設
国
民
健
康
保
険
組
合
へ
の
東
京

都
補
助
金
に
つ
い
て
の
賛
同
署

名
」
に
署
名
し
て
い
た
だ
い
た
都

議
の
続
報
で
、
（
既
報
の
議
員
は

除
く
、
11
月
24
日
現
在
）で
、
99
議

員
に
達
し
ま
し
た
。
全
都
議
か
ら

の
賛
同
を
め
ざ
し
、
ひ
き
つ
づ
き

署
名
の
要
請
を
す
す
め
ま
す
。

＊
敬
称
略

＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
共
＝

共
産
、
公
＝
公
明
、
自
＝
自
民
、

立
＝
立
憲
民
主
、維
＝
維
新
の
会
、

ネ
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
足
立
区
】
後
藤
奈
美
（
都
）
、

発
地
易
隆
（
自
）
、
薄
井
浩
一

（
公
）
、
高
島
直
樹
（
自
）
、
斉

藤
真
理
子（
共
）、
中
山
信
行（
公
）

【
葛
飾
区
】
北
口
剛
士
（
公
）
、

米
川
大
二
郎
（
都
）

【
江
戸
川
区
】
原
純
子
（
共
）

【
北
区
】
大
松
成
（
公
）

【
練
馬
区
】
小
林
健
二
（
公
）
、

藤
井
智
教
（
立
）
、
戸
谷
英
津
子

（
共
）
、
尾
島
紘
平
（
都
）
、
村

松
一
希（
都
）、
柴
崎
幹
男（
自
）、

山
加
朱
美
（
自
）

【
港
区
】
入
江
伸
子
（
都
）

【
大
田
区
】
藤
田
綾
子（
共
）
、
松

田
龍
典（
維
）、
鈴
木
晶
雅（
自
）、

勝
亦
聡（
公
）、
玉
川
英
俊（
公
）

【
目
黒
区
】
斎
藤
泰
宏
（
公
）
、

西
崎
翔
（
立
）

【
渋
谷
区
】
中
田
喬
士
（
立
）
、

龍
円
愛
梨
（
都
）

【
世
田
谷
区
】福
島
理
恵
子（
都
）、

里
吉
ゆ
み
（
共
）
、
高
久
則
男

（
公
）
、
小
松
大
祐
（
自
）
、
三

宅
茂
樹
（
自
）
、
山
口
拓
（
立
）
、

風
間
穣（
立
）、
土
屋
美
和（
自
）

【
杉
並
区
】
茜
ケ
久
保
嘉
代
子

（
都
）、原
田
暁
（
共
）、
小
宮
安
里

（
自
）、
関
口
健
太
郎
（
立
）
、
松

葉
多
美
子（
公
）、
早
坂
義
弘（
自
）

【
西
多
摩
】
清
水
康
子
（
都
）

【
北
多
摩
2
】
岩
永
康
代
（
ネ
）

【
八
王
子
市
】青
柳
有
希
子（
共
）、

伊
藤
祥
広
（
自
）

【
日
野
市
】
清
水
登
志
子
（
共
）

【
町
田
市
】
小
磯
善
彦
（
公
）
、

藤
井
晃
（
都
）
、
星
大
輔
（
自
）
、

池
川
友
一
（
共
）

【
小
平
市
】
竹
井
庸
子
（
立
）
、

磯
山
亮
（
自
）

【
北
多
摩
4
】
渋
谷
信
之
（
自
）

【
西
東
京
市
】
桐
山
ひ
と
み
（
都
）

【
本
部
・

田
村
彰
宏

記
】
12
月
3

日
、
建
設
国

保
の
補
助
金

確
保
に
向
け

た
「
全
建
総

連
中
央
行

動
」
が
行
な

わ
れ
、
関
係

省
庁
に
要
請

し
ま
し
た
。

厚
労
省
保
険

局
要
請
に
は

全
建
総
連
の

役
員
を
中
心

に
31
人
が
参

加
、
東
京
土

建
か
ら
は
石

村
副
委
員
長

他
4
人
が
参

加
し
ま
し

た
。
保
険
局
か
ら
は
森
田
国
保
課

長
ら
3
人
が
対
応
。

来
年
度
予
算
確
保
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
森
田
課
長
は
「
裁
量
的

経
費
に
お
い
て
は
例
年
、
財
務
省

か
ら
前
年
度
比
10
％
削
減
と
い
う

扱
い
の
ル
ー
ル
が
あ
る
な
か
、
必

要
な
も
の
は
し
っ
か
り
確
保
し
て

い
き
た
い
」
。
ハ
ガ
キ
要
請
に
対

し
て
は
「
建
設
国
保
は
『
命
と
健

康
を
守
る
最
後
の
砦
』
と
直
筆
で

書
か
れ
、
大
変
多
く
の
方
か
ら
届

い
て
い
る
。重
く
受
け
と
め
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

仲
間
か
ら
は
、
最
近
の
医
療
費

動
向
、
2
0
1
8
年
度
所
得
調
査

の
影
響
、
未
就
学
児
の
保
険
料
軽

減
措
置
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
意
見

・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
森
田
課
長
か
ら
は
「
皆
さ
ま
か

ら
の
意
見
を
て
い
ね
い
に
受
け
止

め
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
一
生
懸

命
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
の
決

意
が
表
明
さ
れ
、
要
請
を
終
了
し

ま
し
た
。

国土交通省での要請。ＣＣＵＳカードもかざしニッコリ

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
杉
並
支
部
は
東
日
本
大
震

災
の
年
か
ら
被
災
地
で
の
復
興
支

援
活
動
に
毎
年
と
り
く
ん
で
き
ま

し
た
。今
年
は
11
月
20
〜
21
日
で
、

文
京
・
新
宿
・
小
平
東
村
山
の
4

支
部
合
同
26
人
の
参
加
で
南
相
馬

復
興
支
援
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。20

日
は
被
災
地
視
察
で
震
災
遺

構
と
し
て
整
備
さ
れ
た
請
戸
小

と
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
翌

21
日
は
、
日
曜
か
ら
の
参
加
者
も

加
わ
り
、
竹
林
の
伐
採
と
住
宅
裏

の
用
水
路
の
護
岸
の
積
み
直
し
の

2
組
に
分
か
れ
て
、
朝
9
時
ご
ろ

か
ら
作
業
開
始
。
護
岸
は
午
前
中

で
終
わ
り
、
依
頼
主
・
表
さ
ん
か

ら
は
感
謝
の
言
葉
と
み
そ
汁
な
ど

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
竹

林
伐
採
に
合
流
し
、
急
遽
追
加
に

な
っ
た
住
宅
地
の
草
刈
り
作
業
も

手
分
け
し
て
完
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
文
京
の
飯
塚
さ
ん
は

「
以
前
7
年
ほ
ど
前
に
個
人
で
来

た
と
き
は
更
地
や
仮
設
住
宅
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
以
後
も
折
に
触
れ

気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
土

建
で
機
会
を
得
て
来
ら
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
戻
れ
る
よ
う

に
」
と
話
し
、
小
平
東
村
山
の
三

輪
さ
ん
は
「
10
年
た
ち
、
人
の
戻

っ
た
と
こ
ろ
は
街
と
い
う
感
じ
が

あ
り
ま
す
が
、
人
の
戻
ら
な
い
と

こ
ろ
は
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
。

住
め
る
街
に
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
新
宿
駅
西
口
で
東

京
土
建
も
加
わ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
反
対
連
絡
会
で
街
頭
宣
伝
を

行
な
い
、
東
京
土
建
か
ら
は
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
東
京
土
建
の

木
村
潮
人
書
記
次
長
は
「
政
府
は

デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
強
引
に

押
し
す
す
め
て
い
る
。
そ
の
狙
い

は
預
貯
金
や
医
療
機
関
で
の
受
診

状
況
を
把
握
し
、
窓
口
負
担
の
増

額
や
年
金
額
の
見
直
し
な
ど
社
会

保
障
を
減
ら
し
増
税
す
る
こ
と
。

世
界
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

よ
う
な
個
人
番
号
制
度
は
人
権
侵

害
、
憲
法
違
反
だ
と
見
直
し
さ
れ

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
活
用

拡
大
を
や
め
る
よ
う
に
政
府
に
求

め
よ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

行
動
参
加
者
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
り
な
が
ら
署
名
を
求
め
ま
し

た
。
三
鷹
市
在
住
の
男
性（
20
代
）

は
「
国
に
個
人
情
報
が
管
理
さ
れ

る
の
は
嫌
だ
」
、
ま
た
港
区
在
住

の
女
性（
40
代
）
は
「
カ
ー
ド
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
。
銀
行
口
座
を
作

る
と
き
に
使
っ
た
。
ま
た
夫
は
確

定
申
告
の
際
に
使
っ
た
。
し
か
し

一
つ
の
ナ
ン
バ
ー
に
個
人
情
報
を

ひ
も
づ
け
る
の
は
よ
く
な
い
と
思

う
」
と
署
名
に
応
じ
て
く
れ
た
う

え
で
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1
時
間
の
行
動
で
し
た
が
、
反

応
は
よ
く
55
筆
の
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

護岸つみなおし作業中

1時間の行動で55筆の署名
が集まりました

【
足
立
・
書
記
・

早
川
勝
久
記
】
11
月

14
日
〜
15
日
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年

が
経
過
し
た
原
発
被

災
地
の
視
察
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
足

立
支
部
組
合
員
12
人

で
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。1

日
目
は
、
一
部

地
域
の
帰
宅
困
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
福

島
県
浪
江
町
の
様
子

を
視
察
。
街
の
中
を

少
し
歩
け
ば
、
倒
壊
し
か
け
て
い

る
建
物
、
10
年
前
の
面
影
を
当
時

の
ま
ま
残
し
た
建
物
な
ど
、
原
発

事
故
特
有
の
街
並
み
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
が
本
当
に
日
本

な
の
か
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ほ

ど
、
復
興
と
は
、
か
け
離
れ
て
い

る
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
終
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
従
事
。
活
動
の
前
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

被
災
地
の
現
状
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
街
に
市
民
が
戻
っ
て
こ
な
い

こ
と
、
お
米
も
風
評
被
害
で
売
れ

な
い
こ
と
、
様
々
な
苦
労
が
ま
だ

被
災
地
に
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を

切
実
に
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
長
自
身
も「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
や

る
」
と
自
分
に
い
い
聞
か
せ
な
が

ら
、
街
に
人
が
帰
っ
て
き
て
く
れ

る
事
を
期
待
し
て
活
動
に
従
事
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

11
月
30

日
、
都
庁
舎

前
で
2
0
2

1
年
第
4
回

都
議
会
定
例

会
に
合
わ
せ

て
、
東
京
地

評
な
ど
3
団

体
が
主
催
の

昼
休
み
集
会

が
行
な
わ

れ
、
1
2
0

人
（
東
京
土

建
か
ら
は
66

人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
荻
原
淳
東

京
地
評
議
長
は
「
国
も
都
も
、
経

済
の
回
復
に
前
の
め
り
だ
が
、
コ

ロ
ナ
は
新
た
な
変
異
株
が
急
拡
大

し
て
い
る
。
再
び
医
療
崩
壊
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
医
療
・
検
査
体

制
の
抜
本
的
拡
充
が
求
め
ら
れ

る
。
今
定
例
会
で
の
最
大
の
課
題

は
、
都
立
・
公
社
病
院
の
廃
止
強

行
を
許
さ
ず
、
独
立
法
人
化
を
中

止
す
る
こ
と
。
署
名
、
宣
伝
、
対

話
な
ど
都
民
世
論
に
訴
え
る
運
動

を
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
と
消
費
税
に
苦
し
む

中
小
業
者
の
実
情
」
（
東
商
連
）

「
都
立
病
院
で
働
く
者
か
ら
独
法

化
許
さ
な
い
」
（
都
庁
職
病
院
支

部
）
の
発
言
の
後
、
都
庁
舎
に
向

け
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。

集
会
参
加
者
な
ど
か
ら
「
区
立

台
東
病
院
の
『
再
編
・
統
合
案
』

の
撤
回
を
求
め
る
請
願
署
名
」
を

集
め
て
い
た
杉
本
良
信
さ
ん
（
台

東
）
は
「
独
立
法
人
化
し
た
地
方

の
病
院
で
は
医
療
体
制
が
悪
く
な

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
東
京
都
は

独
立
法
人
化
を
や
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参加した足立支部の皆さん

４支部で南相馬へ

全
建
総
連
で
関
係
省
庁
へ
要
請

全
建
総
連
で
関
係
省
庁
へ
要
請

護岸積み直し、竹林伐採も

「
し
っ
か
り
確
保
し
た
い
」

浪
江
町
で
視
察
と
奉
仕
活
動

足立

被
災
地
の
現
状
を
実
感

杉
並

被
災
地
に
寄
り
添
い
支
援
を
継
続

被
災
地
に
寄
り
添
い
支
援
を
継
続

マ
イ
ナ
拡
大
す
る
な

独法化中止せよ
医療の抜本的拡充を

「
個
人
情
報
の
管
理
は
イ
ヤ
」

建
設
国
保
へ
の
補
助
金

都
議
会

定
例
会

９９
都
議
か
ら
賛
同

求

人

求

職


